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１ は じ め に

スポーツを秋田の活力と発展のシンボルとし、スポーツを通じた秋田の元気づくりと地域の活性化、生

涯を通じた豊かなスポーツライフづくり、競技力の向上など、スポーツ振興を県民運動として展開すると

ともに、スポーツ王国復活に向けた取り組みを強化するため、平成２１年９月２日に「スポーツ立県あき

た」を宣言した。現在「スポーツ立県あきた」推進のためにさまざまな施策を考え取り組んいる。しかし

ながら運動部活動については、活動加入率は若干ではあるが増加傾向にあるものの加入生徒数は少子化等

の影響で減少しているのが現状である。秋田県のスポーツ振興において高校生運動部活動への期待は非常

に大きい。国体においても少年種目の得点がほとんどを占めている。また、近年の少子化による生徒減に

より、部員数が減少し、運動部活動が成り立たなくなってきていることも事実である。このことは部活動

の活性化のみならず本県の競技力向上に関わる重要な問題である。数少ない生徒の中から１人でも多く運

動部活動に関わってもらうためにはどのような方法があるか、現在の生徒が運動部活動についてどのよう

な考えを持っているのか、小・中学校で活動していたスポーツ活動をいかに高校入学後も継続して活動す

ることができるのかを調査分析し、今後の運動部活動活性化や競技力向上のために何らかの対策を見いだ

すことができないものかという思いから研究を行うことにした。

そこで、本研究ではスポーツ立県あきた推進計画や秋田県教育委員会の学校体育・健康教育資料集を基

に中・高校生の運動部活動の活動実態や意識に関するアンケート調査を行うとともに本県で行われている

選手発掘事業や普及活動の取り組みを紹介しながら研究を進めた。本県のスポーツの現状や課題を明確に

することで部活動の活性化をはじめ競技力向上に繋がるものと考える。

２ 調査の方法

 方 法：質問紙によるアンケート調査（無記名方式）

 実施時期：平成２４年１月～２月

 対 象 者：県内の高校１～２年生男女

 回 答 数：依頼数 １,５００ 回収数 １,２３９
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【秋田県の高校生徒数推移：表１】 （全日制）

H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15年度

13,49513,99414,30014,63214,76415,10715,60016,36316,95817,46417,909男子

13,32613,84514,02914,49014,51314,84715,24715,74416,51417,08217,709女子

26,82127,83928,32929,12229,27729,95430,84732,10733,47234,54635,618合計

※秋田県学校統計から

【運動部活動加入率（高校男子）：表２】 （％）

H17H16H15H14H13H12H11H10H9H8H7H6H5H4H3

61.759.958.054.752.349.848.548.850.250.351.751.850.651.649.6

H25H24H23H22H21H20H19H18

※秋田県の学校体育・健康教育資料集から69.166.363.660.364.964.763.862.8

【運動部活動加入率（高校女子）：表３】 （％）

H17H16H15H14H13H12H11H10H9H8H7H6H5H4H3

28.532.131.329.328.627.027.328.228.528.828.029.228.327.421.8

H25H24H23H22H21H20H19H18

※秋田県の学校体育・健康教育資料集から31.830.129.128.229.632.129.030.1



３ 結果と分析

本県の生徒数は、ここ１０年間で９,０００人近く減少している。（表１）この中で表２・表３の部活動加入

率は大きな変化を示していないものの若干の増加がみられる。しかしながら運動部活動人数は、確実に減

少している。

上の表は、平成１９年度と平成２５年度学校体育調査から中学校・高等学校における部活動加入数の種目

別上位１０種目を抜粋した表である。表４の中学校では軟式野球、バスケットボール、ソフトテニスが人気

の種目となっている。上位１０種目のほとんどが、小学校のスポーツ少年団で実施されている種目の影響を

受けて継続的に中学校でも実施しているものと推測される。表５の高校入学後は、硬式野球、バスケット

ボール、陸上競技が上位を占めている。男子については、硬式野球が群を抜いてトップである。しかしな

がら全ての種目で活動人数が顕著に減少しているのがわかる。ただし、バスケットボール女子、陸上競技

男子、サッカー男子、弓道男女については、横ばいかもしくは増加していることが表から読み取れる。こ

のようなことからアンケート調査を実施して現在の高校生は、スポーツに対してどのような考えを持って

いるのか、どのような理由で継続して活動をしているのか、運動部活動に加入しない理由は何なのかを詳

しく調査したものが次からの項目になる。

―１０―

（Ｈ２５年度）表４ （Ｈ１９年度）

中学校運動部活動種目別ベスト10中学校運動部活動種目別ベスト10

合計女子男子実施校種 目順位合計女子男子実施校種 目順位

3,620153,605134軟 式 野 球１4,390614,329144軟 式 野 球１

3,0491,5201,529159バスケットボール２3,5861,8831,703177バスケットボール２

2,5271,2731,254122ソフトテニス３3,1021,5491,553128ソフトテニス３

2,3091,0751,234131陸 上 競 技４2,6791,0791,600161卓 球４

2,0258071,218149卓 球５2,4251,1161,309135陸 上 競 技５

1,6211,351270113バレーボール６2,3332,005328132バレーボール６

9741495843サ ッ カ ー７1,125211,10450サ ッ カ ー７

794293501112剣 道８959289670116剣 道８

53111541690柔 道９815161654104柔 道９

37414922547水 泳105715086327ソフトボール10

（Ｈ２５年度）表５ （Ｈ１９年度）

高等学校運動部活動種目別ベスト10高等学校運動部活動種目別ベスト10

合計女子男子実施校種 目順位合計女子男子実施校種 目順位

1,89401,89449硬 式 野 球１2,04702,04750硬 式 野 球１

1,51754797070バスケットボール２1,5785471,03172バスケットボール２

1,40951289793陸 上 競 技３1,428541887102陸 上 競 技３

1,0197194838サ ッ カ ー４1,32155676584ソフトテニス４

1,01841760175ソフトテニス５98858740168バレーボール５

82349632758バレーボール６9812196038サ ッ カ ー６

77830647252バドミントン７97932865192卓 球７

76823853084卓 球８87942145855バドミントン８

58431027439弓 道９56428938370剣 道９

44615728964剣 道1055129725435弓 道10

※秋田県の学校体育・健康教育資料集から



【スポーツの好きなところと嫌いなところ】

①の好きなところの項目をみると「楽しいところ」が全体の２５％を占めて最も多く、次いで「すっきり

するところ」「健康になるところ」などの健康志向を反映しているのが全体の２３％を占めている。また、

「記録や技術が向上するところ」「人と競う合うところ」などの競技力向上に関することが全体の２１％を

占めている。また、②の嫌いなところの項目をみると「痛かったり、怪我をするところ」が、全体の２４％

近くを占めている。「汗をかくところ」「体に筋肉がつくところ」なども全体の２４％を占めている。「いじ

めなど人間関係でトラブルになるところ」が、全体の１１％近くを占めているのが気がかりである。したがっ

てスポーツは、楽しく行うことができて怪我や痛みなどを伴わない種目を選ぶ傾向にあると考える。

【現在活動している運動の活動時期と活動のきっかけ】

③の活動開始時期の項目をみると、「小学校から」が全体の５０％近くで最も多く、次いで「高校から」

２９.０％「中学校から」１９.２％と続いている。続いて④の活動のきっかけでは、「自分から」５４.３％が最も

多かったが「友だちの影響」２０.５％「家族に勧められて」１６.１％が続いている。このことから、スポーツ

少年団で行った運動が継続して行われていることがわかる。また、高校から新しい運動部活動を行ってい

る生徒が３割程度いることがわかった。

【現在の活動を継続している理由】

⑤の継続理由の項目をみてみると「楽しいか

ら」５９.４％が最も多く、次いで「なんとなく」

１６.３％で次いで「目標を達成していないから」

１２.７％「悔しい思いがあって」７.７％となっている。

このことから運動活動は、楽しいことが継続で

きる条件の１つであると考えることができる。ま

た、少なからずも目標を達成できなかったり、自

分が思うような結果が出なくて悔しい思いを

持っていることが運動を継続している要因の１

つと考えられる。
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【現在行っている活動（運動）の満足度】

⑥の活動満足度の項目をみてみると「満足してい

る」３６.２％次いで「ほぼ満足している」３４.７％と７

割の生徒が満足していることがわかる。続いて「少

し不満がある」２４.３％「不満がある」４.８％と３割近

い生徒が、何らかの不満を抱えながら活動している

ことがわかる。この理由が、明らかになれば継続的

に活動を行うことができるのではないかと考えられ

る。

【活動の不満理由】

⑦の不満理由の項目をみてみると「結果がでない」

２２.２％と最も多く、「指導への不満」１８.８％「マン

ネリ化して刺激がない」１４.３％と続いている。次に

「人間関係」１３.７％「休みがない」１３.０％が続いて

いる。このことは、苦しい練習に耐えて結果を出す

ことによって楽しみが増して更なるステップアップ

に繋がると考えることができる。 また、指導への不

満をなくすためにも常に指導者側も指導方法を模索

して生徒に接していかなければならないと考える。

【活動しなくなった理由・活動したくない理由】

⑧の運動部活動で活動していない生徒の理由項目をみてみると「その他」が２９.２％と最も多く、その内

訳は「他のことをやりたい」「遊びたい」であった。次に「燃え尽きた」２５.５％が多く「活動する機会が

なくなった」２４.８％が続いている。また、活動していない生徒に運動部で活動したくない理由の項目を見

てみると「運動が苦手だから」３２.５％が最も多く「他にやることがある」２７.４％「人間関係がめんどう」

１５.８％となっている。このことは、活動しなくなった理由・活動したくない理由とも「他にやることがあ

る」が高いことがわかる。

４ アンケート調査のまとめ

 スポーツは、安全で楽しんで痛みの少ない種目を選択する方向性がみられる。汗をかいたらすぐ拭く

ことができるなど泥臭く汚れるスポーツよりもスマートで清潔な活動を求めていることがうかがえる。

また、競技者人口減少種目や不人気種目などは、メディアを上手に利用して清潔感や爽快感などを伝え

ることで人気を取り戻す１つのきっかけになると推測される。

 現在の運動部活動実施者は、小学校から始めて現在も活動している生徒が多く、この時期に運動に接

する機会を与えることが重要なことだと推測できる。各県の各競技団体においてもまざまな普及活動が

行われているものと思われるが、アンケート結果にあるように活動を継続する上でも指導者は、この時

期スポーツの楽しさやおもしろさを伝えていく重大な責務を持っているものと考える。
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 ３割以上の生徒が現在の活動に不満を持って活動しているのがみられる。その理由の中で結果がでな

い理由や指導への不満を持っている生徒が７割近くいる。このことは、指導する我々にとって非常に深

刻な問題と捉えなければいけないと考える。今後、ますます指導者は、指導者としての資質や指導内容

の充実を目指して研修など研磨して行かなければいけないと考える。

 運動部活動を行っていた生徒が、活動しなくなった理由の中に「燃え尽きた」理由がみられたが、指

導する立場の者が熱心さのあまりハードな練習になりすぎたことが原因と推測できる。また、「活動す

る機会がなくなった」理由がみられたが、スポーツ少年団で活動した種目が中学校では活動種目にな

かったりすることが原因とみられる。今後、生徒数が減少する本県にとっては、深刻な問題になってい

くに違いない。

５ 本県の普及活動と中学生強化指定制度

本県では、各競技団体がそれぞれの普及プログラムを持って活動している。

 陸上競技

県内各地区に小学生を対象とした陸上競技クラブが、大小１２クラブがあり、４月から１１月まで毎週

土曜日の午前中に２時間程度の練習を行っている。また、普及事業として秋田陸上競技協会が合同練習

会や小学生駅伝競走大会、秋田県選手権大会において小学生の部を取り入れた記録会などを実施し、普

及・育成に努めている。

 ソフトテニス

１０歳以下のゴールデンエイジと呼ばれる子どもたちの身体や神経回路の発達具合を考慮した指導プ

ログラムにより、短いジュニア用ラケットやスポンジボールを使って就学前（４歳児）の子どもから実

施をしている。そのほとんどが継続して同じスポーツを選んでいることに着目し、ソフトテニスが楽し

いと思ってもらうことを目的にスポーツ少年団やクラブチームなども巻き込んで日本ソフトテニス連盟

や実業団のスタッフに講師を依頼し実施している。

 秋田県ライフル射撃協会

会長自らが各施設へ体験キットを持ち込み、小学生・保護者等への体験教室を開催し、地道な普及活

動を継続してきた結果、現在は練習拠点を固定し、毎週決まった曜日に強化練習を開催するまでに至っ

た。強化練習へは、毎回１０名程の参加者が集まり、夕方から夜遅くまで練習に励んでいる。この３年間

で、普及活動から強化練習の定期開催までに至た。

このように各協

会が独自に普及・育

成活動を行ってい

るが、今年度から秋

田県体育協会が各

協会の普及活動を

調査し取りまとめ

をしている。これに

より各競技団体の

普及事業が、なお一

層活性化され一貫

した指導法の確立

されることを期待

したい。また、平成

２３年度から秋田県

中学生強化指定制

度を取り入れて現

在も活動中である。
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この制度は、秋田県、秋田県教育委員会、秋田県体

育協会の３者連名による指定であり、将来全国規

模の大会で上位入賞することが出来るよう、競技

団体等が主催する高校生との合同練習・合宿に参

加したり、教育プログラム合宿（マナー・栄養指

導、学習支援）への参加、医科学サポートなどを

受けることができる制度である。平成２３年度から

実施され現在６期までの中学生強化選手が任命

されている。バレーボール５８名、剣道５７名、柔

道５５名、サッカー４５名等が多く任命されている。

普及から強化まで一貫した指導をすることで、今

後の本県の競技力向上や活性化に繋がるものと

期待しているところである。

６ ま と め

本県の生徒数は、今後急激に減少していくことは

確実である。この問題は、大会に出場したくても

チームメンバーが足りない自分の行いたい種目が

無いなど、子どもたちの多様なニーズに応えること

や可能性を広げていくチャンスを潰すことにもな

りかねない。様々なスポーツに触れる環境や自分に

合ったスポーツができる環境を整えていくことが

本県の重要な課題と考える。急激に少子化が進む本

県が抱える課題は深刻であり、将来を見据えた対策

を講じることは急務である。現状では、各競技団体

が中心に育成・普及事業を行っている。また、他県

や他競技からの引き抜きなどが行われていることも聞かれる。今後、生徒数が減少する本県で全競技を一

本化し、育成・普及事業を行いそれぞれの種目に適した子どもを発掘し、各競技や種目にトランスファー

していくなどの方策を取り入れるなどの考えも必要と思われる。また、子どもたちにとって指導者は、ス

ポーツの好き嫌いを左右したり、継続の有無を左右する重要な責務を持っているものと考える。そのため

適材適所に指導者を配置したり、指導体制を整えたり、研修等で指導者育成を行うことがスポーツ人口の

増加やスポーツ継続者の増加に繋がるものと考える。

今後、秋田県、秋田県教育委員会、秋田県体育協会の３者が主導となって本県の抱える問題を解決して

行くことが重要である。また、各競技団体・高体連・中体連・スポーツ少年団が連携をとりながら普及・

強化に努めていくことが本県の運動部活動の活性化そして競技力向上に繋がるものと考える。
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